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１ はじめに 

宮前区区民会議 宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会は、2008 年 6 月の部会発足以

来、2009 年 10 月まで 3ヶ月に 2回のペースで合計 12 回の会議を重ねてきました。 

第 1 期では、「高齢者福祉」「子育て支援」「地域防災」など地域の様々な課題に対処する

ためには、地域コミュニティが機能していることが非常に重要であるということが確認され

ました。 

第 2 期では、こうした第 1 期の審議内容を踏まえ「地域コミュニティの活性化」を大きな

テーマとして設定し、この部会では「地域みんなで共有できる宝物（顔）を通じて地域への

誇りや愛着を育み、地域コミュニティの形成を図る」ことを目指すべき方向性として、1 年

半にわたり議論を行ってきました。 

高度成長期以降に都心部のベッドタウンとして発展してきた経緯を持つ宮前区は、農村と

しての営みは遥か昔からありましたが、都市としての歴史は浅いため、多くの区民は居住を

開始してからまだ一世代・二世代目なのではないでしょうか。そのためか、「宮前区と言え

ば？」という問いに対して区民の誰もが答えられる共通の「宝物（顔）」と言えるものは、

残念ながら現状ではなかなか思い浮かばないのではないかと思います。 

また、こうした状況は、地域のことにはあまり関心のない「川崎都民」と呼ばれる区民の

多い宮前区の地域特性とも密接に関わっていると考えられます。「川崎都民」が多いのは都

心部のベッドタウンとして宮前区が発展してきた経緯を考えれば仕方のないことですが、部

会では、このような点も前提として受け入れながら、宮前区に住まう人々がいかにして地域

への愛着を育み、地域コミュニティを活性化させていくか、という観点から具体的な課題解

決策を審議し、このたび次の提案をまとめるに至りました。 

 

【宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会からの提案】 

● 提案：宮前区のカルタをつくろう！ 

 

提案の詳細は後述しますが、提案に至るまでの現状把握・課題の設定などを含めて、これ

までの審議内容を次のとおり報告します。 

 
 

２ 宮前区の宝・顔に関する現状と取組 

(1) 地域資源（宝物）に関する現状 

宮前区内には、歴史文化・自然・市民活動・都市農業など多くの魅力的な資源があり

ますが、その大半は区民にあまり知られていません。 

これは、昭和 41 年の田園都市線の長津田駅までの延伸に伴って順次沿線開発が始まっ

たという宮前区の歴史的経緯に起因していると考えられます。都心部のベッドタウンと

して発展を遂げてきた宮前区は、都市としての歴史もまだ 40 年余であり、また、過去に
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社宅などが多かった関係で転勤族が多く、いわゆる「川崎都民」と呼ばれる区民が数多

く住んでいるという特徴があります。 

このため、宮前区は極端に言えば「腰掛けで住むところ」「眠るためだけに帰るところ」

といった場所となってしまい、生活をする上で地域のことにさほど関心を払う必要があ

りませんでした。例えば、住宅地のすぐそばで展開されている都市農業では、「かわさき

そだち」にも指定されている質の良い農産物がたくさんありますが、区内での販売ルー

トがあまり確立されていないことなどから、区民にはあまり知られていません。 

こうした状況などもあり、市内 7 区中では最も遅い形となりましたが、平成 19 年度に

は、「住んでよし・訪れてよし」をキャッチフレーズに、宮前区観光協会が発足し、区内

の魅力発信に向けた活動を開始しています。 

このほかに一般論として、地域の宝といえるものに目に見える宝のほか、目に見えな

い宝として風土などもあると考えられます。 

 

(2) 宮前区に対する内外のイメージ 

部会では、「自然豊かな閑静な住宅地で、教育水準も高いといわれているが、繁華街が

少なく、特徴・シンボルに欠ける面がある」といったものが、概ね委員が共通して抱い

ている宮前区のイメージでした。 

一般的には、田園都市線沿線を中心に、都心へのアクセスの良さと緑豊かな暮らしを

併せ持つ住宅地としての人気が高いほか、特に教育の評価が高く、子どもの教育のため

に宮前区に引っ越してきたという話も聞かれます。 

その一方で、「宮前区ってどんなまち？」と一般区民を対象に聞いたとしても、答えら

れるものや、共通のイメージが無いのではないか、という感想を持ちました。 

平成14年度に行われた「川崎市政及び区政に関する市民1万人アンケート」によれば、

「お住まいの区のイメージは？」という設問に対して、「とくにない」と回答した区民の

割合が 7区で最も高かった(12.1%)いう結果が、この委員の感想を裏付けるデータになっ

ていると考えられます。 

 

(3) その他宮前区をめぐる現状 

宮前区は、宮前地区と向丘地区とに分かれており、現在は、東名高速道路が概ねその

境となっています。川崎市域はかつて武蔵国の一部を構成していましたが、宮前地区は

相模の国の影響が、向丘地区には武蔵の国の影響が残っているのではないか、との意見

が委員からは出されました。 

このほか、現在雑誌等において紹介される機会が多いのは、田園都市線沿線の地域が

中心となっています。 

 

 

３ 解決すべき課題など 

(1) 資源の分類について 

課題の抽出や解決策の検討に先立ち、宮前区内の既存の資源の情報の収集を行いました。

また、それを広く区民に紹介することを見据え、資源の分類方法等について審議しました。 
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■ ５つの大分類･･･自然、歴史文化、産業、活動、まち・施設 

資源の分類については、できるだけわかりやすくシンプルであるべきという意見を踏

まえ、以下の 5つの大分類としました。 

自然 緑・緑地・公園、水、生物、植物 など 

歴史文化 史跡・遺跡、歴史のある道、伝承・民俗文化、寺社仏閣、ゆかりの人

物 など 

産業 食べ物、その他産物、農業、工業 など 

活動 イベント、市民活動 など 

まち・施設 ランドマーク・モニュメント、施設、道、商店 など 

 

また、これらの資源を実際に紹介する際には、その資源のある地域やその資源を楽し

むことができる時期などもデータ化し、資源データの検索の方法はできるだけたくさん

あった方が良いとの意見もありました。 

 

■ 楽しむ方法…みたい(見/観)・ききたい(聞/聴)、買いたい・食べたい、やってみたい 

宮前区の資源を紹介する際に、区民にその資源により親しみを感じてもらうために、

「楽しむ方法」という別の観点から資源を分類することとしました。 

 

(2) 「資源」「宝」「顔」の定義について 

具体的な課題解決策の審議にあたり、部会で何気なく使われていた地域の「資源」「宝」

「顔」という言葉について、しっかり定義することとしました。 

 

宮前区の「資源」    まだ区民が知らない、区民にあまり知られていないものも含む 

もっとも広い範囲をさす言葉で、まだ発見されていないものも含まれる。 

 

宮前区の「宝」      区民に知られている、区民に大切にされているもの 

資源の中でも、ある一定の地域や範囲の区民に知られているもの。また、区民に大切

にされているものが“宝”である 

 

宮前区の「顔」      区外にも知られている、区民の誇り・シンボルになっているもの 

宝の中でもさらに、区外にも広く知られており、宮前区の魅力として広く認められて

いるもの、区民の誇りやシンボルになっているものが“顔”である。 

 

例えば、宝物はある地域や人々の間で密かに、門外不出の形で守られている場合も考え

られますが、顔になるには、外からもその魅力が明確になっている必要があるものと考え

られます。 

 

(3) 「宝」や「顔」があるまちのイメージ 

まちの宝や顔があることによって、次のような効果が期待できると考えられます。 

【区民一人ひとりの立場で考えた場合】 

・ 「宮前区ってどんなまち？」と聞かれた場合、自信を持って、自分の住んでいるま

ちの特徴や魅力を区外の人に紹介することができる 
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・ それぞれが地域に愛着を持っていて、終の棲家とすることも考えている 

・ 地域を大切に思い、近隣との良好なコミュニケーションが図れている 

【地域社会全体で考えた場合】 

・ 地域に愛着を持つ区民が多くなることで、豊かな地域コミュニティが形成されてい

る 

・ 豊かな地域コミュニティを礎として、地域の課題も地域が主体となって解決にあ

たっている 

 

(4) 解決すべき課題について 

宝や顔があるまちづくりに向けて、部会では、解決すべき課題を次のとおりとしまし

た。 

 課題：区内の資源の共有・押し上げ 

区内の「資源」が「宝」や「顔」となっていくためには、まず区民一人ひとり

に資源の存在を知ってもらったうえで、区内全体で共有し、最終的には対外的に

発信して区外からも認知してもらう必要があります。 

「資源」が「宝」を経て「顔」となるまでのプロセスを図で示すと以下のよう

になります。共有の度合いは、「資源」が「宝」に、「宝」が「顔」になるほど高

まると考えられます。地域の資源を“発見”し、それが“共有”されることで地

域の宝になり、さらにそれが広く“情報発信”されることで、地域の顔となって

いきます。 

部会では、「資源」を「宝」や「顔」に押し上げていくプロセスを具体化し、

これに地域単位で多様な世代の住民が関わり楽しみながら参加できるようにし

ていくことを解決すべき課題として設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4



宮前区区民会議 宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会 

 

 

４ 地域の宝さがしを通じた地域コミュニティの促進に関する具体的な解決策 

 

● 提案：宮前区のカルタをつくろう！ 

【趣旨・目的】 

・ 幅広い世代が参加して地域の「資源」を探し出し、「宝」・「顔」へと押し上げていく過程

を通じて、地域への愛着を涵養し地域コミュニティの活性化を目指します。 

 

【実施内容】 

■ (仮称)みやまえカルタを制作します 

・ 平成 24 年度に区政 30 周年記念を迎えることから、その年を目指し区政 30 周年記

念(仮称)みやまえカルタを制作します。 

・ その前段として、8 つの中学校区ごとの地区別カルタを地域が主体となって制作し

ます。 

・ 区政 30 周年記念(仮称)みやまえカルタは、上記地区別カルタから選抜することと

します。 

・ カルタの制作にあたっては、「まち歩き」や地域のワークショップを実施するなど

そのプロセスを重視することとし、より多くの区民が参加できる方法を目指すこと

とします。 

 

【実施主体とその役割】 

■ (仮称)みやまえカルタ制作実行委員会の設立 

・ (仮称)みやまえカルタ制作実行委員会(以下「実行委員会」といいます。)において、

カルタ作りの基本的方針を策定します。 
・ 実行委員会では、中学校区ごとの部会を設け、そこで地区別のカルタを制作するこ

ととします。部会の実際の活動に際しては、実行委員会のメンバーだけでなく、広

く地域から参加者を募ることとします。 
・ 地区別カルタの制作状況の進行管理・内容調整を行います。 
・ 多くの人に、地区別カルタの制作過程やその成果を知ってもらうため、発表会イベ

ントを開催することとし、その企画を本委員会が行います。 
・ 地区別のカルタから選抜される区全体のカルタの選考を行います。 

 

■ 各小学校での取組 

・ 総合的な学習の「まち探検」の時間を活用し、小学校区単位で手製のカルタ作りを

行ってもらうことを、実行委員会から依頼します。 
・ 制作されたカルタは実行委員会に提出してもらい、地区別カルタの制作に活用する

こととします。 
・ 各小学校に対しては、実行委員会から講師を派遣したり、地域の資源の紹介などを

行ったりします。 
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【スケジュール】 

・ (仮称)みやまえカルタの制作にあたっては、概ね次のスケジュールで実施することが望

ましいものとします。 

 取組内容 

・ 全体の実行委員会を立ち上げ 

→中学校区ごとの部会を立ち上げ 

平
成
22
年
度 

・ まち歩き(テーマ別) 

・ 読み札募集 

・ 絵札募集 

・ 地区ごとにフォーラム開催 平
成
23
年
度 

・ 読み札選考 

・ 絵札選考 

・ カルタ制作 

・ 地区ごとにカルタ大会を開催 

平
成
24
年
度 

・ カルタの人気投票(インターネット) 

・ 区民祭で各地区のカルタのプレゼンテーションと人気投票 

・ 人気投票の結果を受けて、(仮称)区政 30 周年記念みやまえカルタを制作 

・ 区政 30 周年記念大カルタ大会の開催 

 

 

５ 会議開催経過 

宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会では、合計 12 回の部会を開催しました。会

議の開催経過及び主な議論内容は次のとおりなっています。 
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